
E 研究活動報告一一会報 r21 世紀J を軸に

当研究においては、ホームページ (http://www.bcomp.metro-u.ac.jp/modemism/) を開設したほか、

会報 W21 世紀J を刊行して研究活動の相互連絡と外部への発信に努めた。この会報は、当研究グルー

プ(モダニズム研究会)の機関誌として 1997 年から刊行されている。

以下、会報 W21 世紀J の主な内容について掲げる 。 ー
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6 月にパリで開催された「ポスト・コロニアリスム」をめぐる会合に飛び入りで参加した。主催者

はアフリカ・オセアニア美術館館長のジャン=ユベール・マルタンとチュニジア出身の作家アブデル

ワハブ・メッデブ。エドゥワール・グリッサンやタハール・ベン=シェルン、モハメド・デイーブに

ダリューシ・シャイガン、フランス語圏の主要なアラブ、イスラーム、ペルシアの作家たちだけでな

く、ガヤトラ・スビパ ッ クや美術史家でアフリカ現代美術の権威ロパート・ハリス・トンプソンといっ

た参加者も得た、国際的な、しかしパリではごく普通の、とりたてて鳴り物入りでもない会合だ、った。

日本からも西谷修、鵜飼哲といった有力な参加者を得たのは喜ばしくも心強いことであった。学会そ

のものについては別途報告するむね予定もあるのでここでは省かせていただき、この会合の背景をな

すひとつの活動についていささか広告がてら、皆様のご協力をあおぐべく宣伝申し上げる 。
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思えばアブデルワハブ・メツデブとのつきあいはもうかれこれ 5 年を越える 。 サンチャゴ・デ・コ

ンポステラでひらかれた相互人類学で同席したのが 1991 年。 その前の年のユネスコの招きによるフイ

レンツェでの「東のしるし、西のしるしJ の席にもふたりして顔を並べていたはずだが、これは互い

に記憶なし。イスラエルの彫刻家ダニ・カラヴァンに言及していたことで互いに後になって互いの存

在に気がついた。サンチャゴでは湾岸戦争に対する日本での反応を尋ねられて、全く無関心に等しく

対岸の火事的な反応に終始していた多くの日本マスコミのあり方に鋭い疑問をつきつけられた記憶も

生々しい。

その後の記憶もやや混乱している 。 チュニジアのハマメットで「諸宗教の対話」が組織されたのに

出席したのが 1993 年だったか。 日常の会話では話に花が咲くのに、彼の主宰する学会というとなぜ

か公の席での発議に失敗するという妙なジンクスのつきはじめである 。 その折りには、フェテイ・ベ

ンスラマと協力して企画していた『アンテル・シーニュ j への寄稿を求められたかと記憶するが、結

局この会合の記録を中心とする論考は 1995 年に創刊された『デダル』誌ト 2 号にまとめて掲載され

た。ダリオ・アガンベン、クリスティーヌ、ビュシー・グリュクスマンといったそうそうたる寄稿者

のあった特集号は「神的なるものの表象の背理J との副題を背負っていたが、これに掲載された拙論

「五十嵐-J は編者を通じてサルマーン・ラシュデイ氏にも届けられ、地下生活のつづく作家はその

英訳公刊も希んでいるとったえられた(実際には英文の方を先に執筆しており、これは International

Communication and Mutual Understanding として Chicago 大学より出版された会議報告(1992 年開催、

1995 年発刊)で既に活字にしていたのだが) 。 ちなみにいまだにイスラーム学者の間で五十嵐ーとい

う存在が白眼視されている日本では、同稿和訳要約版 (r東西の思想、闘争』中央公論社、小堀桂一郎

編所収)も、ほとんど反応を得ていない。

1996 年『デダルj 3 - 4 号は「複数のイェルサレム」という特集を組んだ。 おりからイスラエル

ではラビン首相の暗殺とつづく総選挙におけるシモン・ペレス元首相の敗北、アメリカ合衆国ロビー

の資金と政治力を背景としたナターニエフ氏の勝利、という局面をむかえていた。 当初アブデル・メツ

デブが当方に所望したのは日本人によるイェルサレム巡礼紀行の仏訳だっ t.:.. o だが徳富藍花をはじめ

として遠藤周作に至るまで、読み返すにつけアラブ圏住民に対する露骨なまでの人種的偏見に染まっ

た文章しか見つからない。わずかに稲垣雄三氏の論評などが異彩を放つものの、六日戦争などあまり

に年代が刻印されすぎた時事的発言の色彩が濃く、今や歴史史料としては貴重とはいえ編者の求める

ところとは残念乍ら折り合わない。

そうこうしている所でふと目に留まったのが臼杵陽氏の「ハイファ・ビラング ? J (rみすずj 416 

号、 1995 ・ 11 月号)だ、った。そこにはエミール・ハビヴィといったヘブライ語で書くアラブ系の作

家、逆にサミュエル・ミハイルのようにアラビア語を日常語としてイラクで育ちながらイスラエルに

「追放」されて後ヘブライ語を選んだ作家、さらにはアントン・シャーマスのようにユダヤ系作家の

アラビア語作品をヘブライ語に訳した後、今日では北米に離脱している作家といった、アラブ=イス

ラエルをめぐる言語活動の錯索を浮かびあがらせる生々しいまでのリポートがあった。 日本における

イスラエル認識もここまでとぎすまされたものになったのか、との感動のもとに話題ゆえの苦痛をも

感じながら通読し、即座に仏訳を思い立った。

微力を尽くしたつもりではあるが、おぼつかぬ外国語に加えて当方の良くわきまえぬ言語の話題で

もあり、いくつか意訳が誤訳をまねいた点もあって、臼杵さんには大変なご迷惑をおかけしてしまっ

た。それで、もフランスの関係者やアラビア語圏の友人のみならず、サミュエル・トリガノといったユ

ダヤ法学者も含めて多くの人々からよい研究を訳した、といって、当方が、というよりむしろ臼杵氏
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の力量にすなおな賛辞のきかれたことが、何よりうれしかった。 だが、『みすずJ 編集部に伺ったと

ころ、そろそろ 50 年の歴史を誇る同誌に載った日本人の論考で横文字に訳されたのは、この臼杵氏

の稿をもって晴矢とするのだという 。 文化入超国日本の病理をあらためて納得させられた。 そもそも

小生の知き門外漢が不自由な外国語でしかない仏語に和文を訳さねばならず、しかもその内容たるや

アラビア語圏とヘブライ語圏を自由に流通できる高度の知識人の知見である、というところにも、座

視できぬ矛盾があるだろう 。

『デダルj 5 -6 号は「ポスト・コロニアルJ o 2000 部売れないとメツデブ夫妻の献身的努力も水

泡に帰す。 日本からの執筆協力者と定期購読者の出現を心から祈る次第である 。

1996 年 8 月 5-6 日

Dedale, Maison白uvre

Larose, Paris 75006 FRANCE 

ぞタヱ';{A/ ファシス・'.4/才力ノrv-r デズ・4一て王B新のJ5、ぷ<<~ 三宅昭良

ここ二、三年ほど、寝てもさめても三つの言葉がまるで呪文のように頭のなかを駆けめぐっており

ます。 <モダニスム/ファシズム/オカルテイズム>がそれであります。 モダニテイの問題を考えて

ゆくと、次のような構図が見えてきます。 すなわち、十九世紀後半から二十世紀前半にかけて、一方

で科学主義、実証主義、進歩史観、ダーウイニズム、ニヒリズム、懐疑主義などが拾頭します。そし

てベンヤミン風にいうならば、これらがよってたかつて<生>に意味を与える<聖性>を犯殺しにか

かります(どこがベンヤミン風だ? )。 しかしその一方では、いわばその<意味の真空地帯>に疑似

科学宗教というべきオカルテ イ ズム一一それは合理性を装った反合理にほかならない一ーが跳梁政雇

しはじめるという構図が見えてくるのです。 <モダニズム>とは、ひとつにはこの合理と反合理のあ

やうい均衡のうえに広がった文化現象の謂いではないでしょうか。 はなしを芸術にかぎれば、モダニ

ズム芸術の特徴として、非写実主義としての前衛性を挙げることにおそらく異存はないでしょう 。 少々

乱暴な言い方になりますが、写実主義が三次元世界の法則にのっとる芸術だとすれば、非写実主義は、

なにか別の法則、たとえば四次元の法則とか、異界の法則とかをもとにしている芸術ということにな

ります。

国民国家が十九世紀の産物であるのは常識でしょうが、すでに同じ世紀のうちにそれは底辺を削り

とられはじめていたという考えは、議論の分かれるところかもしれません。 ある政治学者によれば、

ヨーロッパ型国民国家がそれぞれの個別性を打ち出しながら、それでも安定した関係のなかに身を置

いていられたのは、共通の文化的基盤としてキリスト教理念がヨーロッパをおおっていたからであり

ました。 この考えが正しいとすれば、近代合理主義は十九世紀のうちにこの均衡のいしずえをも厄殺し

たのですから、そこにもまた疑似科学宗教が入りこむ真空地帯が存在したことになります。 ナショナ

リズムとオカルテイズムが結びつけば、言論と折衝の延長にある<外交手段としての戦争>は

<神と正義のための戦争>に化け、陰謀史観と民族虐殺のテーゼが轟音をたてて作動しはじめるのに、

何の不思議もないわけです。 かくしてモダニズムとファシズムをつなぐ鍵はオカルテイズムにある、

というのがここ最近の愚考であります。 そしてこの三題噺の焦点にいるのが、私の研究テーマのひと

つ、エズ、ラ・パウンドという詩人であります。 昨年、『現代思想、J 六月号にここらあたりの考えを書

きましたので、興味をおもちの方はご一読ください。 そのうち続編、続々編を書くつもりでおります。
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泡に帰す。日本からの執筆協力者と定期購読者の出現を心から祈る次第である O

1996年 8月5-6日

Dedαle， 札1aison白 uvre

Larose， Paris 75006 FRANCE 

ぞダニXA/ファシス・'.4/才力ノLテデズ・4一て三"ln奈子のi3、ぷg& 三 宅 昭 良

ここ二、三年ほど、寝てもさめても三つの言葉がまるで呪文のように頭のなかを駆けめぐっており

ます。<モダニスム/ファシズム/オカルテイズム>がそれであります。モダニテイの問題を考えて

ゆくと、次のような構図が見えてきます。すなわち、十九世紀後半から二十世紀前半にかけて、 一方

で科学主義、実証主義、進歩史観、ダーウイニズ、ム、ニヒリズム、懐疑主義などが拾頭します。そし

てベンヤミン風にいうならば、これらがよってたかつて<生>に意味を与える<聖性>を施殺しにか

かります (どこがベンヤミン風だ?)。 しかしその一方では、いわばその<意味の真空地帯>に疑似

科学宗教というべきオカルテイズム一一それは合理性を装った反合理にほかならないーーが跳梁政麗

しはじめるという構図が見えてくるのです。<モダニズム>とは、ひとつにはこの合理と反合理のあ

やうい均衡のうえに広がった文化現象の謂いではないでしょうか。はなしを芸術にかぎれば、モダニ

ズム芸術の特徴として、非写実主義としての前衛性を挙げることにおそらく異存はないでしょう O 少々

乱暴な言い方になりますが、写実主義が三次元世界の法則にのっとる芸術だとすれば、非写実主義は、

なにか別の法則、たとえば四次元の法則とか、異界の法則とかをもとにしている芸術ということにな

ります。

国民国家が十九世紀の産物であるのは常識でしょうが、すでに同じ世紀のうちにそれは底辺を削り

とられはじめていたという考えは、 議論の分かれるところかもしれません。ある政治学者によれば、

ヨーロ ッパ型国民国家がそれぞれの個別性を打ち出しながら、それでも安定した関係のなかに身を置

いていられたのは、共通の文化的基盤としてキリスト教理念がヨーロッパをおおっていたからであり

ました。この考えが正しいとすれば、近代合理主義は十九世紀のうちにこの均衡のいしずえを掘殺し

たのですから、そこにもまた疑似科学宗教が入りこむ真空地帯が存在したことになります。ナショナ

リズムとオカルテ イズムが結びつけば、言論と折衝の延長にある<外交手段としての戦争>は

<神と正義のための戦争>に化け、陰謀史観と民族虐殺のテーゼが轟音をたてて作動しはじめるのに、

何の不思議もないわけです。かくしてモダニズムとフ 7シズムをつなぐ鍵はオカルテイズムにある、

というのがここ最近の愚考であります。そしてこの三題噺の焦点にいるのが、私の研究テーマのひと

つ、エズラ・バウンドという詩人であります。昨年、『現代思想』六月号にここらあたりの考えを書

きましたので、興味をおもちの方はご一読ください。そのうち続編、続々編を書 くつもりでおります。
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